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個人所属セスナ式１７２Ｐ型ＪＡ３９２４の 

航空事故調査について 
（経過報告） 

 
 

令和８年６月２５日 
運輸安全委員会（航空部会） 

 
 
 運輸安全委員会は、令和７年７月７日、宮城県栗原市瀬峰場外離着陸場において個人所属セス

ナ式１７２Ｐ型ＪＡ３９２４が着陸した際、滑走路をオーバーランして急斜面に滑り落ち、主翼

等を損傷した航空事故について、令和７年７月から原因を究明するための調査を進めてきたとこ

ろであるが、これまでの調査で得られた情報を基に、更に分析を進めるとともに、原因関係者か

らの意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。このため、本調査については、本航空

事故が発生した日から１年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況にあることか

ら、運輸安全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり本調査の経過を報告す

る。 
 なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 
また、本調査は、本航空事故に関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空条約第１３附属

書に従い、航空事故及び事故に伴い発生した被害の原因を究明し、事故等の防止及び被害の軽減

に寄与することを目的として行うものであり、本航空事故の責任を問うために行うものではない。 
 
１．航空事故の概要 

個人所属セスナ式１７２Ｐ型ＪＡ３９２４は、令和７年７月７日（月）、宮城県栗原市瀬峰

場外離着陸場に着陸した際、滑走路をオーバーランして急斜面に滑り落ち、主翼及びプロペ

ラを損傷した。 
 
２．調査の概要 

運輸安全委員会は、令和７年７月７日、本航空事故の調査を担当する主管調査官ほか２名

の航空事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述聴取、航空機の調査、事故現

場の調査、監視カメラに記録された映像の解析等を実施した。 
 

３．判明している主な事実情報 
（１）飛行の経過 

同機は、同乗者（自家用操縦士（飛行機）技能証明を所持）に同場外（滑走路１５／ 

３３、長さ４８０ｍ、幅２０ｍ、標高１７２ft）周辺の地形を見学させるため、機長が

右操縦席、同乗者が左操縦席に着座し、１１時００分頃、機長の操縦により滑走路１５

から離陸した。 
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同機は、同場外周辺のローカル飛行*1（５nm

圏内）を行った後、滑走路１５に進入し、滑

走路面及び風の状態を確認するため、１１時

４９分頃、ローアプローチ*2を行った。 
ローアプローチの後、同機は、滑走路１５

に進入し、１１時５２分頃、進入端から約     

８０ｍ付近の滑走路中心線上に両主脚タイヤ

から接地した。 
機長は、ブレーキを踏んだが、思うように

減速せず、このままではオーバーランすると

考え、滑走路１５の進入端から約４００ｍ付

近で、機首を右に振り、滑走路１５の末端手

前付近から左へ約９０°機首を変位させた。 
しかし、右主脚タイヤが整地面から滑り落

ち、右主翼を下方、左主翼を上方にした状態

で草地の急斜面に停止し、その際にエンジン

は停止した。 

 
（２）死傷者 

なし 
 

（３）航空機の損壊 
中破 
・右主翼翼端の損傷（大修理相当） 
・プロペラブレード２枚に擦過痕 

 
*1 「ローカル飛行」とは、出発飛行場に戻るような近距離の飛行をいう。 
*2 「ローアプローチ」とは、計器進入またはＶＦＲでのアプローチに引き続き、意図的に滑走路に接地せず滑
走路上空又は滑走路に平行して飛行場上空を通過する飛行をいう 

図１ 推定飛行経路 

図２ 口述に基づく同機の推定経路（赤色の線）及び瀬峰場外離着陸場の概略 
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（４）気象 

事故発生時間帯の北北西約６.３kmのアメダス（築館
つきだて

)の観測データは、次のとおりで

あった。 

11時50分 平均風速 西南西 ２.３m/s、最大瞬間風速 南西 風速３.６m/s、 

気温 ３３.２℃ 

 
４．今後の調査 

本航空事故の原因及び本航空事故に伴い発生した被害の原因の究明並びに事故の再発防止

策の検討のため、これまでの調査で得られた情報を基に、同機が滑走路内で止まることがで

きずにオーバーランした経緯など、更なる分析のほか、原因関係者からの意見聴取及び関係

国への意見照会を行う必要がある。 
当委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本航空

事故の原因等の調査を進める。 
 

図３ 事故後の同機 図４ 機体の損傷状況 


